
感染症情報 ６月２６日～７月２日

④ＲＳウイルス感染症

②感染性胃腸炎

⑤咽頭結膜熱

７１８例（堺市 

３４５例（堺市 ３０例）
１６３例（堺市 ２１例）

前週比８．１％減の３，２８３件の報告数であった。ヘルパンギー
ナが府下で６％減、堺市で１０５例→１３３例であった。定点当たり
は府下が７．６５→７．１２で、堺市は５．５３→７．００。感染性胃腸炎
が府下で前週比１％増、堺市で前週５７例→今回４４例であった。
溶連菌感染症が府下が１％減、堺市で前週６５例→今回５４例。
ＲＳウイルス感染症が府下で３１％減、堺市で４８例→３０例であっ
た。定点当たり大阪府が２．６１→１．７８、堺市が２．５３→１．５８。咽
頭結膜熱が府下で４％減、堺市で前回２０例→今回２１例であった。
インフルエンザが府下で前週１５９例→１７２例で８％増、堺市で
前週１７例→今回１０例であった。定点当たり大阪府は０．５４→
０．５８、堺市で０．５９→０．３４であった。

４４例）
③溶連菌感染症 ４６２例（堺市 ５４例）

１３３例）

府下２９６医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９４医療機関（堺市１９）から

①ヘルパンギーナ １，３８２例（堺市

１７２例（堺市インフルエンザ １０例）

府下２９６医療機関（堺市２９）から

１，７５４例（堺市新型コロナウイルス感染症 ２１１例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週
１，５０６例→今回１，７５４例で１６％増、定点当たり５．１６→５．９３
に、堺市は前週１７７例→今回２１１例で１９％増、定点当たり６．１０
→７．２８であった。３週連続、大阪府の１１ブロックで堺市ブロック
が定点当たりのワーストになっている。

大阪府定点 ５．９３ 堺市定点 ７．２８

 麻疹の報告はなかったが、風疹が大阪市で１例あった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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